































































































































ランスナショナルな社会とかあるいは Civil Society といった今までとは違った概念を持ち
出して、今後の社会のあり方、その理解の仕方を議論している。われわれの研究会におい
てもその考えを戦争と平和に関連付けながら議論していただいた。入江氏は NGO 等の活動
で、西欧社会が先行して Civil Society に向っていくという印象を持っておられるようであ
るが、私は Hezbollah とか Hamas などの団体も NGO に加えて考え、むしろイスラム社会
などが Civil Society になりつつあるともいえるのではないかという疑問をもつ。Civil 
Society が平和な社会かどうかはまったく別の問題である。 















先日、私の古くからの友人でプリンストン大学の Von Hippel 氏がアメリカ議会で、
“Nuclear fissile material”について報告したとき、“Nuclear Disarmament is easy. We 
just get rid of nuclear fissile material.”と、述べていたが、私は別の印象を持っている。
核兵器はその有効性が完全に否定されない限り廃棄されないだろうと思う。そこで、核兵
器に対する完全防護システムを技術的に可能ならしめる必要がある。昨年以来そのことに
ついて荒船氏や藤本氏と技術的に検討しているが、不可能ではないと思っている。 
最後に、最近、気がかりなことを述べて筆を置きたい。それは日本が元気をなくしつつ
あるという事実である。そしてそれをかの三島由紀夫が見通していたかもしれないという
恐ろしき事態である。日本が元気をなくしつつあるという事実を証拠立てる必要はあるま
い。１９９０年代以来の経済停滞、人口減少、若者の内向き志向、その他いろいろあろう。 
三島由紀夫のメッセージは何であったか。彼は軍服を着て切腹した。それが彼の美学で
あった。国の繁栄は若者たちの赤い血によって贖われる。戦後の日本の繁栄は太平洋に散
った若い特攻隊の隊員たちの血で贖われたものである。彼らの血はやがて地の中にふかく
沈みやがて清らかな泉の水として全国土を潤した。これが日本を繁栄させた。しかし、や
がてその泉も枯れてしまうだろう。そのとき、若い血は再び流されねばならない。そのと
きが近づいているのであろうか。 
これは恐ろしい考えである。しかしこれを科学的に否定する根拠をわれわれは持たない。
戦争は人間の本能ではないと言い切れないからである。 
私はこの考えが恐ろしいと思うし、間違っていて欲しいと思う。しかし、アメリカは常
に戦争をして若者の血を流してきた。イギリスもフォークランドで戦って以来、常にアメ
リカに追随して若者を戦場に送ってきた。アングロサクソンは血によって国が栄えること
を知っているのだろうか。ユダヤ人たちの血はイスラエルによみがえったといえるのだろ
うか。パレスチナ人たちの血では何かがいつか贖われるのであろうか。 
『戦争と平和』の研究は美学をも含んで時間的にも、空間的にも人的にも資料的にも大
きな広がりをもっていることを認識させられる。 
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